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10ml/min，PSP 15' 5%，ツ反(ー )， ACE 40.9Ufml， 
両n良に著明な虹彩毛様体炎を認めた。耳下腺及び腎生検
により，サリコイドーシスと診断され， 11月 1日より， 
Pred，60mg/clayにて治療開始。 4W後には，血清 Cr， 
1.2mg/dl，Ccr 54ml/min，ACE 23U/mlと改善。耳下
腺Il副長も消失した。 
12. Fasciitis with eosinophilia 
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藤田優 (同・皮膚科) 
1974年 Shulmanが報告して以来現在まで諸外国で約 
50例の報告があり，本邦で 4例目に当る症例を報告し
た。 33歳の主婦で四肢の対側性腫脹，疹痛にて発症。皮
膚は強皮症に酷似したがレイノー症状， 内臓病変を欠
き，著明な好酸球増多がみられ，ステロイド療法に反応
し改善した。組織所見では真皮に変化なく，皮下組織深 
莫及び筋膜下の筋組織に炎症細胞浸潤があり，1層から筋
筋膜の著明な肥厚もあり筋膜炎の所見が認められた。 
13. プレドニン 60mgの隔日経口投与により軽快せし
めた多発性筋炎の 1症例
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家族歴及び既往歴のない66歳の女性が，約 2カ月の経
過で四肢，体幹部に進行性の筋力低下を来たし床上生活
のみの状態になった。運動時の筋痛や 400Cに及ぶ発熱
も見られた。手背，前頭部，前腕伸側に色素沈着も認め
た。プレドニン60mgの隔日投与を施行し，約 2カ月の
経過にて筋力は，発症前の状態に復し，上述の症状，所
見もほぼ正常化した。悪性腫療の合併やプレドニンによ
る副作用は認めなかった。 
14. 薬剤による過敏性血管炎と思われる 3症
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我々は，アスピリン等感冒薬や抗生剤が原因と思われ
る過敏性血管炎の三例を経験したので報告する。症例
は，いずれも感冒薬等の薬剤の服用歴があり，発熱と皮
疹あるいはリンパ節J副長を伴っていた。一例は， リンパ
節組織の蛍光抗体法で，細!ifJ脈内皮に補体の沈着を認
め，他の二例は，皮疹組織の光顕像で，細小血管周囲の
細胞浸i問が認められたため過敏性血管炎と診断した。治
療は，副腎皮質ホlレモンの投与により，全例1怪快した。 
15.慢性関節リュウマチ (RA)の循環器徴候について 
16.興味ある左脚ブロック所見を呈した 2症例
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第一例， 39歳女性，主訴ー失神発作。リウマチ熱後の 
Aisにて従来加療中， 80年 8月カゼ症状の後，アダムス
・ストークス発作にて発症入院。心電図上，従来の右脚
ブロックに左脚前枝ブロックと後枝ブロックとが交互に
出現し，非特異的な心筋炎の関与が考えられた。第 2
例， 75歳男性，主訴一呼吸困難。慢性閉塞性肺疾患の経
過中に，一過性に起こった左脚前枝ブロックによると思
われる Pseudo-infarctionQ waveを示した。 
17.電解質異常が手がかりとなった数種の内分泌異常
症例
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(1) Na 107mEq/l，SIADH・肺癌伊tl，デメクロサイク
リン，有効例。 (2)Na 109-176mEq/l，ADH↑，コノレ
チゾノレ↓・ AC+H↑。 コノレチゾノレ↓が Primary と推
測した。 (3)Na 205mEq/l，尿崩症。 (4)K2.6mEq/l， 
糖代謝異常→コノレチゾノレ↑， Cushing病例。 (5) K 1.8 
mEq/1・高血圧・サイアザイド服用，外来検査で Conn
の条件をみたした。 (6)K 1.6及び 2.2mEq/l，甘草
成分及びサイアザイド服用例。 (7)Ca 6.9. P 2.6 .K 
2.5mEqfl肺癌例。尿中 17-0HCS T，剖検出来なかっ
たが， 異所性 ACTH.PTH産生の可能性はないか? 
18.各種疾患と尿中力リクレインの研究
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高血圧症の病因について種々の関連生理活性物質が報
告され尿中 Kallikreinもその重要な因子である。今回我
々は Pro-Phe・Arg・NEを基質として尿中 Kallikrein測
定を行ない，臨床検査への応用についてー基礎実験および
各種疾患患者尿での測定を行なった。本法は従来の基質
として TAME，MCAなどを用いる場合より，感度，
手技の簡便さにおいてすぐれておりかっ特殊な機器を用
